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人財（材）の供給

人財（材）の育成

ポリテクセンター静岡では、毎年500人を超える方が、ものづくりに関する技能を身につけ
様々な業界で活躍しています。
意欲あふれる人財（材）をお探しの際は、ぜひご相談・お問い合わせください。

ものづくりの現場で活躍されている方を対象に、2～5日間の職業訓練（能力開発セナー）
を企画・実施しています。
技能・知識の習得やレベルアップ・キャリア形成に役立つ、段階的で体系的なセミナーを
ご提案します。

 ■ 人財（材）の供給 ■
訓練生の採用について

TEL：054－285－7690　FAX：054－285－7781

 ■ 人財（材）の育成 ■
能力開発セミナーについて

TEL：054－285－7184　FAX：054－285－5192

　お問い合わせ先

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部
静岡職業能力開発促進センター（ポリテクセンター静岡）
〒422-8033 静岡市駿河区登呂3丁目1番35号
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従業員の未来と
会社の元気をつくる

お手伝い

静岡市葵区追手町44-1　℡:054-254-1511㈹

中小企業のクリニック

中央会は、「特定退職金共済団体」として
所轄税務署長の承認を得て、この制度を実施しています。制度の特色

勤労意欲の向上や雇用の安定・確保に役立ちます
月々一定の掛金を積み立てることにより、将来必要な退職金を計画的に準備で
き、充実した退職金制度が容易に確立できます。

掛金は損金または必要経費となります
掛金は一人につき月額30,000円まで損金または必要経費に算入できます。また、
中小企業退職金共済制度（中退共）との併用も認められます。ただし、他の特定
退職金共済制度との併用はできません。

手続は簡単です
加入・脱退時の手続きは簡単で、また、ご不明な点についてはいつでも中央会の
職員がご相談に応じさせていただきます。
掛金は金融機関の口座より自動的に引落されますので便利です。

1.

2.

3.

静岡DC_広報A4
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表紙絵／のむらうこ

No.786

●インターネットでもご覧いただけます

トップページ中央右の
「今月の中小企業静岡」をクリック！

中央会静岡 検索

http://www.siz-sba.biz/library_index.htm

5
MAY

目 次 INDEX

2

8

人材育成に静岡県立技術専門校
「在職者訓練」の活用

10

ネットワーク 12

企業組合動物の森
未来アカデミー 2018後継者養成講座第3期生　
山佐 美喜

16読者プラザ

3月の情報連絡員月次景況調査より景況ウォッチ

平成30年度
静岡県の組合設立白書特　集
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組
合
設
立
件
数
の
推
移

・
六
年
連
続
で
二
〇
組
合
超
え
る

平
成
三
〇
年
度
の
組
合
設
立
件
数
は
、
昨
年
度

を
一
件
下
回
る
二
六
組
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
設
立
件
数
は
六
年
連
続
で
二
〇
組
合
を
超
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

全
国
的
に
、組
合
設
立
件
数
が
減
少
傾
向
の
中
、

県
内
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
下
で
も
生

き
残
り
を
図
る
べ
く
、
地
域
の
中
小
企
業
が
業
種

を
問
わ
ず
、
様
々
な
方
面
で
組
織
化
し
よ
う
と
す

る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
高
齢
化
や
人
手

不
足
と
い
っ
た
時
代
を
反
映
し
た
組
合
の
設
立
が

目
立
っ
た
。

出
資
金
の
推
移
・
構
成
員
の
特
徴

・
出
資
金
は
少
額
傾
向

・
介
護
、
人
材
育
成
関
連
の
組
合
設
立
が
目
立
つ

出
資
金
が
、
一
〇
〇
万
円
以
下
の
組
合
が
一
六
組

合
と
過
半
数
を
占
め
た
。組
合
員
の
少
数
化
に
加
え
、

少
額
資
本
で
設
立
し
、
互
い
の
経
営
資
源
・
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
課
題

解
決
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
化
社

会
、
人
手
不
足
を
背

景
と
し
た
介
護
、
建

設
業
関
連
の
構
成
員

に
よ
る
組
合
設
立
が

見
受
け
ら
れ
た
。

組
合
主
要
事
業
の
推
移

・
共
同
購
買
事
業
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

・  

外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
も
引
き
続
き
関
心
集
ま
る

　

共
同
購
買
事
業
に
よ
り
コ
ス
ト
削
減
な
ど
経
営

合
理
化
を
図
る
組
合
や
、
共
同
受
注
事
業
で
取
引

拡
大
を
目
指
す
組
合
が
合
わ
せ
て
一
八
組
合
に
の

ぼ
っ
た
。
ま
た
、
開

発
途
上
国
の
経
済
発

展
を
担
う
「
ひ
と
づ

く
り
」
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た

外
国
人
技
能
実
習
生

共
同
受
入
事
業
の
実

施
を
視
野
に
入
れ
た

組
合
も
引
き
続
き
多

く
、
制
度
へ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
る
。

平成30年度に県内で設立された組合は26組合にのぼった。これにより、平成25年度から6年連続で単
年度での組合設立が20組合を超えた。
一組合平均の出資総額は364.5万円と前年度の118.5万円を上回ったが、100万円以下の組合が16組
合と過半数を占めた。
主な設立目的では共同購買・斡旋事業が13組合、共同受注事業が5組合であり、組合員企業の経営合理
化と連携による販路開拓、販路拡大への期待感が大きい。また、外国人技能実習生共同受入事業の実施を視
野に入れた組合の設立も引き続き活発である。

特集
平成30年度

静岡県の組合設立白書
全26組合の概要とその目的

【県内の組合設立件数の推移】 （平成19年度以降）

年度（平成）19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

設立件数 9 13 13 13 11 16 22 21 22 26 27 26

全国 604 528 369 303 333 339 327 362 440 417 374 ※

※全国数値は、全国中央会の集計による。平成30年度は未集計

【出資金の推移】 （単位：万円）
平成（年度） 25 26 27 28 29 30

100未満 12 13 12 11 13 14
100 2 1 3 8 6 2

101～200 4 4 5 4 5 3
201～300 3 0 0 1 1 2
301～500 0 1 1 1 2 3
501～ 1 2 1 1 0 2
計 22 21 22 26 27 26

平成30年度設立の一組合当たりの
出資金平均は364.5万円

【組合主要事業の推移】
平成（年度） 25 26 27 28 29 30

共同受注 9 5 4 4 4 5
共同販売 4 2 2 4 2 4
共同購買・斡旋 3 7 9 13 18 13
共同生産・加工 1 2
共同宣伝 1
共同施設の維持・管理 1 1
企業組合 4 3 5 3 2 2
その他 1 2 2 1 1

計 22 21 22 26 27 26
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

静岡県の組合設立件数
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福
祉
用
具
の
開
発
と
介
護
者
を
サ
ポ
ー
ト

協
同
組
合
ふ
じ
の
く
に
福
祉
用
具
・

住
環
境
技
術
研
究
所

組
合
員
／
八
人 

出
資
金
／
八
〇
万
円

所
在
地
／
沼
津
市 

鈴
木
和
憲
　
理
事
長

業
　
種
／ 
福
祉
用
具
製
造
業
、福
祉
用
具
小
売
業
、

木
造
建
築
工
事
業
、製
茶
業
、

専
門
サ
ー
ビ
ス
業

地
　
区
／ 

沼
津
市
、富
士
市
、静
岡
市
、

駿
東
郡
長
泉
町

主
な
事
業
／ 

共
同
販
売
・
斡
旋
、受
注
斡
旋
、

共
同
研
究

慢
性
的
な
介
護
福
祉
施
設
の
不
足
や
介
護
保
険

制
度
の
改
正
等
に
よ
り
、
施
設
に
入
所
で
き
な
い

高
齢
者
も
多
く
、
よ
り
高
度
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
す
る
側
の
高
齢

化
や
施
設
の
人
手
不
足
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
福
祉
用
具
の
開
発
や
改
良
、
介
護
し
や
す

い
住
環
境
整
備
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
組
合
で
は
、
福
祉
用
具
の
製
造
や

販
売
を
行
う
事
業
者
と
、
高
齢
者
世
帯
や
介
護
に

適
し
た
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
手
掛
け
る
事

業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、

福
祉
用
具
等
の
開
発
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
受
注

斡
旋
を
行
い
、
介
護
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

「
藤
枝
茶
」
ブ
ラ
ン
ド
強
化
と
海
外
へ
の

販
路
開
拓

Ｔ
Ｅ
Ａ 

Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
協
同
組
合

組
合
員
／
七
人
　
　
　
出
資
金
／
二
一
万
円

所
在
地
／
藤
枝
市
　
　
　
小
野
慎
太
郎
　
理
事
長

業
　
種
／
製
茶
業

地
　
区
／
藤
枝
市

主
な
事
業
／
共
同
販
売
、研
究
開
発

組
合
員
は
、
藤
枝
市
で
製
茶
業
を
行
う
七
人
。

設
立
前
か
ら
、
海
外
市
場
へ
の
販
路
開
拓
に
向

け
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
海
外
向
け
商
品
開
発
の
活
動

を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
た
び
、
本

格
的
な
商
談
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、

商
品
の
生
産
・
受

注
体
制
を
確
立
す

る
ほ
か
、
新
商
品

開
発
に
よ
る
「
藤

枝
茶
」
ブ
ラ
ン
ド

の
強
化
は
不
可
欠

で
あ
り
、
法
人
化

に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
で
は
、
藤

枝
市
の
農
産
物
出

荷
額
の
四
割
を
占

め
る
茶
産
業
の
発

展
を
通
し
て
、
地

元
の
産
業
振
興
に

寄
与
し
て
い
く
。

竹
の
有
効
活
用
を
目
指
し
て

ふ
じ
の
く
に
竹
王
国
企
業
組
合

組
合
員
／
七
人 

出
資
金
／
七
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市 

大
石
誠
一
　
理
事
長

主
な
事
業
／ 

各
種
竹
製
品
の
製
造
・
販
売
、竹
林
の

整
備
及
び
植
栽
事
業

組
合
員
は
、
竹
の
専
門
知
識
や
利
活
用
に
関
す

る
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
七
人
。
放
置
竹
林

の
解
消
や
竹
林
の
適
正
な
管
理
、
竹
の
利
活
用
を

進
め
る
た
め
、
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
で
は
、牡
蠣
棚
用
支
柱
や
竹
チ
ッ
プ
肥
料
、

竹
材
等
、
各
種
竹
製
品
の
製
造
販
売
を
通
じ
、
竹

の
需
要
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
放
置
竹
林
の
整

備
や
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
向
け
た
植
栽
事
業

も
実
施
。
放
置
竹
林
の
解
消
や
竹
林
の
再
生
に
も

寄
与
す
る
。

今
後
は
、
付
加

価
値
の
高
い
飼
料

の
開
発
を
通
じ
た

販
路
開
拓
や
竹
を

活
用
し
た
新
産
業

の
創
出
等
も
検
討
。

竹
を
浜
松
地
域
の

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド

と
す
べ
く
、
積
極

的
に
事
業
に
取
り

組
む
考
え
。

平成30年度 新設26組合

プロフィール   PROFILE

※順不同。内容は認可時点のものです。
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地
場
産
品
の
魅
力
を
発
信

西
伊
豆
産
地
直
売
企
業
組
合

組
合
員
／
四
人 

出
資
金
／
八
〇
万
円

所
在
地
／
賀
茂
郡
西
伊
豆
町 

佐
々
木
律
男 

理
事
長

主
な
事
業
／
農
水
産
物
等
の
販
売
及
び
店
舗
の
運
営

西
伊
豆
地
域
は
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
野
菜

や
果
物
、
目
の
前
に
広
が
る
駿
河
湾
か
ら
多
く
の

魚
介
類
が
収
穫
・
漁
獲
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大

半
は
町
外
に
出
荷
さ
れ
、
町
内
の
住
民
や
観
光
客

が
地
場
産
品
を
町
内
で
購
入
で
き
る
施
設
は
限
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、西
伊
豆
町
は
、

町
内
の
農
産
物
、
魚
介
類
の
販
売
促
進
と
周
知
を

図
る
た
め
、
地
域
物
産
施
設
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
。

そ
こ
で
組
合
は
、
施
設
の
運
営
に
参
画
し
、
観

光
客
等
へ
の
地
域
産
品
の
販
売
及
び
一
次
産
業
の

体
験
教
室
等
を
通
じ
て
西
伊
豆
町
の
魅
力
を
幅
広

く
発
信
。
地
域
住
民
に
対
し
て
は
地
場
産
品
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

介
護
業
界
の
経
営
力
強
化
に
向
け
た

人
財
育
成

ふ
じ
の
く
に
福
祉
人
財
経
営
協
同
組
合

組
合
員
／
六
人 

出
資
金
／
一
八
万
円

所
在
地
／
静
岡
市 

西
山
猛
司
　
理
事
長

業
　
種
／
老
人
福
祉
・
介
護
事
業

地
　
区
／ 

三
島
市
、沼
津
市
、焼
津
市
、島
田
市
、

浜
松
市

主
な
事
業
／
共
同
受
注
、共
同
購
入
、人
材
養
成

介
護
・
福
祉
業
界
の
現
状
は
、
国
内
の
高
齢
者

人
口
の
増
加
に
伴
い
、
需
要
が
拡
大
す
る
反
面
、

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
加
え
、
従
業
員
確
保

が
困
難
な
た
め
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
介
護
事
業

者
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
無
駄
な
コ
ス
ト
の
削

減
、
安
定
し
た
従
業
員
の
確
保
を
図
り
、
経
営
力

の
強
化
・
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
組
合
で
は
共
通

す
る
介
護
資
材
等
の
共
同
購
入
、
経
営
者
・
従
業

員
を
対
象
と
し
た
教
育
研
修
等
を
行
う
。

ま
た
、
将
来
的

な
利
用
者
や
そ
の

家
族
に
対
し
介
護

に
関
す
る
適
正
か

つ
必
要
な
情
報
を

周
知
す
る
た
め
、

企
業
・
団
体
を
通

し
た
講
習
会
を
開

催
し
、
組
合
員
の

経
営
基
盤
強
化

を
図
り
、
事
業
の

共
同
化
に
取
り

組
む
。

災
害
対
策
の
必
要
性
を
共
同
で
提
案

協
同
組
合
減
災
湖
西

組
合
員
／
四
人 

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
湖
西
市 

松
本
浩
一
　
理
事
長

業
　
種
／ 

大
工
工
事
業
、管
工
事
業
、

電
気
工
事
業
、小
売
業

地
　
区
／
湖
西
市

主
な
事
業
／
共
同
受
注
、共
同
購
入

今
後
、巨
大
地
震
や
大
型
台
風
の
発
生
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
が
危
惧
さ
れ
る
中
、
出
来
る
限
り
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
性
を
鑑
み
、
防
災
関
連
工
事

や
用
品
販
売
を
取
扱
う
小
規
模
事
業
者
が
連
携
。

災
害
対
策
の
必
要

性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と

も
に
、
被
害
を
可
能

な
限
り
減
少
さ
せ
る

よ
う
対
策
用
品
の
取

付
工
事
の
共
同
受
注

及
び
用
品
の
共
同
購

入
を
実
施
す
る
。個
々

で
は
弱
い
営
業
力
を

補
い
合
う
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
安
心
安

全
な
住
環
境
の
提
供

に
貢
献
し
て
い
く
。

新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
挑
戦

沼
津
三
津
大
瀬
旅
館
協
同
組
合

組
合
員
／
一
二
人 

出
資
金
／
三
六
万
円

所
在
地
／
沼
津
市 

高
野
貴
好
　
理
事
長

業
　
種
／
旅
館
業

地
　
区
／
沼
津
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入

ホ
テ
ル
・
旅
館
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
生
き
残
り
を
か
け
て
新
た
な
ビ
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ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
探
る
挑
戦
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。そ

こ
で
、
当
組
合
で
は
、
長
年
に
渡
り
任
意

組
合
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て
き
た
団
結
力
と

実
行
力
と
と
も

に
、
地
元
を
舞

台
と
し
た
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と

の
コ
ラ
ボ
商
品

に
よ
る
新
た
な

共
同
事
業
を
行

い
、
組
合
員
企

業
の
経
営
基
盤

の
強
化
並
び
に

地
域
活
性
化
を

目
指
す
。

石
工
工
事
の
共
同
受
注

静
岡
市
石
材
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
一
三
人 

出
資
金
／
一
三
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市 

松
永
英
明
　
理
事
長

業
　
種
／
石
工
工
事
業

地
　
区
／
静
岡
市

主
な
事
業
／
共
同
受
注
・
斡
旋
、研
究
開
発

日
本
人
の
お
墓
に
対
す
る
価
値
観
に
変
化
が
あ

り
、
石
材
市
場
が
今
後
大
き
く
伸
び
る
可
能
性
が

低
い
状
況
に
あ
る
。
石
工
工
事
業
者
に
お
い
て
も

既
存
の
霊
園
の
移
設
、
改
修
工
事
等
を
始
め
と
し

た
石
工
工
事
全
般
に
お
け
る
受
注
獲
得
に
苦
慮
し

て
い
た
。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
営
業
力
を
強

化
す
る
体
制
を
整
え
、
自
ら
の
力
で
受
注
環
境
を

改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
発
注
元
の
信
頼
を
獲
得

し
て
い
く
と
と
も
に
、
売
上
を
伸
ば
し
て
い
く
た

め
に
既
存
の
事
業
活
動
に
加
え
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
従
来
任
意
組
織
で
活
動
し
て
い
た
旧

静
岡
・
清
水
市
の
石
材
組
合
の
有
志
に
よ
り
協
議

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
志
を
同
じ
く
す
る
静
岡
市

内
の
石
工
工
事
業
者
が
十
三
人
で
設
立
。
受
注
機

会
の
確
保
を
図
り
共
同
受
注
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応

福
祉
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｄ
ｏ‒

ｚ
ｏ
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人 

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
湖
西
市 

神
谷
尚
世
　
理
事
長

業
　
種
／ 
行
政
書
士
業
、税
理
士
業
、

専
門
サ
ー
ビ
ス
業

地
　
区
／
湖
西
市

主
な
事
業
／
共
同
受
注

今
後
、
人
口
の
高
齢
化
が
い
っ
そ
う
進
み
要
介

護
状
態
と
な
る
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

高
齢
者
医
療
や
介
護
保
険
な
ど
制
度
改
正
が
図

ら
れ
る
一
方
で
、
事
業
者
に
あ
っ
て
は
人
材
不
足

等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
、

医
療
・
福
祉
は
住
み
慣
れ
た
在
宅
で
の
提
供
を
中

心
に
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
る
。

多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
を

抱
え
る
家
族
が
円
滑
に
地
域
福
祉
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
や
介
護
に
関
わ
る
専
門
家

が
連
携
し
当
組
合
を
設
立
。
福
祉
を
視
点
に
個
人

や
事
業
者
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す

る
。
ま
た
専
門
知
識
を
活
か
し
た
介
護
人
材
育
成

に
取
組
み
、
住
み
や
す
い
社
会
の
構
築
に
向
け
た

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

福
祉
・
介
護
の
資
格
支
援
と
人
材
育
成
を

目
指
す

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

Ｍ
ａ
ｎ
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人 

出
資
金
／
三
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市 

大
野
勍
久
　
理
事
長

業
　
種
／
老
人
福
祉
・
介
護
事
業

地
　
区
／
静
岡
市
、浜
松
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入
、人
材
養
成

専
門
分
野
が
結
集
し
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
工

富
士
リ
フ
ォ
ー
ム
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人 

出
資
金
／
八
〇
万
円

所
在
地
／
富
士
市 

梶
山
三
男
　
理
事
長

業
　
種
／ 

床
・
内
装
工
事
業
、電
気
工
事
業
、

木
造
建
築
工
事
業
、

土
木
・
建
築
サ
ー
ビ
ス
業

地
　
区
／ 

富
士
市
、沼
津
市
、御
殿
場
市
、

駿
東
郡
清
水
町

主
な
事
業
／
共
同
受
注
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共
同
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と 

経
営
基
盤
の
強
化

富
士
の
麓
御
殿
場
人
材
育
成
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
御
殿
場
市�

岡
田
真
也
　
理
事
長

業
　
種
／�
専
門
学
校
、各
種
学
校
、�

老
人
福
祉
・
介
護
事
業

地
　
区
／
御
殿
場
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入

資
材
・
副
資
材
の
共
同
購
入
で 

仕
入
れ
コ
ス
ト
を
削
減

磐
田
梱
包
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
磐
田
市�

小
泉
禎
剛
　
理
事
長

業
　
種
／�

こ
ん
包
業
、玉
軸
受
・
こ
ろ
軸
受
製
造
業
、

自
動
車
一
般
整
備
業

地
　
区
／
磐
田
市
、富
士
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入
、共
同
精
算

組
合
員
間
の
受
注
斡
旋
・ 

不
足
す
る
経
営
資
源
を
相
互
補
完

こ
ば
と
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
一
二
〇
万
円

所
在
地
／
磐
田
市�

穂
満
洋
嗣
　
理
事
長

業
　
種
／�

老
人
福
祉
・
介
護
事
業
、�

建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
業
、�

建
築
サ
ー
ビ
ス
業
、小
売
業

地
　
区
／
磐
田
市
、富
士
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入
、受
注
斡
旋

共
同
施
設
管
理

浜
松
湖
南
工
業
団
地
協
同
組
合

組
合
員
／
一
一
人�

出
資
金
／
五
六
六
七
万
円

所
在
地
／
浜
松
市�

前
嶋
文
明
　
理
事
長

業
　
種
／�

発
泡
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
、�

工
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
、

金
属
加
工
機
械
製
造
業
、食
料
品
製
造
業
、

生
産
用
機
器
・
同
部
品
製
造
業
、�

印
刷
業
、再
生
資
源
卸
売
業

地
　
区
／
浜
松
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入
、共
同
施
設
管
理

再
生
資
源
の
取
り
扱
い
規
模
の
拡
大
に 

よ
る
販
売
力
強
化

Ｅ
Ｃ
Ｏ
推
進
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
八
万
円

所
在
地
／
藤
枝
市�

寺
尾
　
隆
　
理
事
長

業
　
種
／�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
材
料
製
造
業
、�

電
気
機
械
器
具
小
売
業
、�

再
生
資
源
卸
売
業

地
　
区
／
藤
枝
市
、静
岡
市

主
な
事
業
／
共
同
販
売
、共
同
購
入

異
業
種
が
連
携
し
、
経
営
の
効
率
化
・ 

人
材
の
育
成
な
ど
経
営
資
源
の
強
化

Ｇ
ｌ
ｏ
ｗ
協
同
組
合

組
合
員
／
一
〇
人�

出
資
金
／
二
〇
六
万
円

所
在
地
／
三
島
市�

堀
江
繁
美
　
理
事
長

業
　
種
／�

鉄
骨
・
鉄
筋
工
事
業
、�

自
動
車
・
同
付
属
品
製
造
業
、�

食
料
品
製
造
業
、板
金
・
金
物
工
事
業
、

一
般
土
木
建
築
工
事
業
、�

一
般
自
動
車
貨
物
運
送
業

地
　
区
／�

裾
野
市
、沼
津
市
、御
殿
場
市
、�

伊
豆
の
国
市
、駿
東
郡
清
水
町

主
な
事
業
／�

共
同
購
入
、外
国
人
技
能
実
習
生
共

同
受
入

共
同
購
入
と
人
材
育
成
に
よ
る
経
営
強
化

掛
川
地
域
人
材
育
成
支
援
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
一
二
〇
万
円

所
在
地
／
掛
川
市�

青
木
裕
二
　
理
事
長

業
　
種
／�

土
木
工
事
業
、配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
、�

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

地
　
区
／
掛
川
市
、牧
之
原
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入
、人
材
養
成

副
資
材
の
共
同
購
入
で
コ
ス
ト
軽
減
を
図
る

協
同
組
合
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
富
士
市�

小
林
亮
太
　
理
事
長

業
　
種
／�

金
属
素
形
材
製
品
製
造
業
、�

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
、�

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

地
　
区
／
富
士
市
、富
士
宮
市
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主
な
事
業
／�

共
同
購
入
、外
国
人
技
能
実
習
生
共

同
受
入

物
流
を
担
う
人
材
を
組
合
で
育
て
る

未
来
物
流
人
材
育
成
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
一
〇
〇
万
円

所
在
地
／
焼
津
市�

林
田
ス
ス
ム
　
理
事
長

業
　
種
／
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業

地
　
区
／
焼
津
市

主
な
事
業
／
共
同
購
買
、車
両
の
整
備
斡
旋

人
材
交
流
と
技
術
力
の
向
上
を
図
る

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
材
交
流
企
業
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
四
〇
万
円

所
在
地
／
浜
松
市�

水
野
憲
司
　
理
事
長

業
　
種
／�

一
般
土
木
建
築
工
事
業
、内
装
工
事
業
、

は
つ
り
・
解
体
工
事
業
又
は
輸
送
機
械

器
具
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業

地
　
区
／
浜
松
市
、袋
井
市

主
な
事
業
／�

共
同
購
入
、外
国
人
技
能
実
習
生
共

同
受
入

建
設
業
・
農
業
の
担
い
手
育
成

イ
マ
ジ
ン
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
五
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市�

近
藤
隆
智
　
理
事
長

業
　
種
／
土
木
工
事
業
・
耕
種
農
業

地
　
区
／
静
岡
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入

異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た 

受
注
斡
旋

静
岡
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合

組
合
員
／
九
人�

出
資
金
／
五
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市�

江
越
　
勉
　
理
事
長

業
　
種
／�

総
合
工
事
業
、設
備
工
事
業
、�

食
料
品
製
造
業
、情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、�

道
路
貨
物
運
送
業
、飲
食
料
品
卸
売
業
、

社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
、�

廃
棄
物
処
理
業
又
は
そ
の
他
の�

事
業
サ
ー
ビ
ス
業
を
行
う
事
業
者

地
　
区
／
静
岡
市

主
な
事
業
／
受
注
斡
旋
、共
同
購
入

経
営
基
盤
強
化
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

Ｇ
‐
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
四
人�

出
資
金
／
五
〇
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市�

殿
岡
　
裕
　
理
事
長

業
　
種
／
老
人
福
祉
・
介
護
事
業

地
　
区
／
静
岡
市

主
な
事
業
／
共
同
購
入

人
材
確
保
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
協
同
組
合

組
合
員
／
六
人�

出
資
金
／
五
五
一
万
円

所
在
地
／
沼
津
市�

露
木
共
子
　
理
事
長

業
　
種
／�

老
人
福
祉・
介
護
事
業
、床・内
装
工
事
業
、

水
産
食
料
品
製
造
業
、�

そ
の
他
の
洗
濯
・
理
容
・
美
容
・
浴
場
業
、

公
証
人
役
場
、司
法
書
士
事
務
所
、�

土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
又
は�

行
政
書
士
事
務
所

地
　
区
／
沼
津
市
、富
士
市

主
な
事
業
／�

共
同
購
入
、外
国
人
技
能
実
習
生
受

入
、職
業
紹
介

防
災
の
専
門
家
に
よ
る
防
災
商
品
の
提
案

ふ
じ
の
く
に
静
岡
防
災
事
業
協
同
組
合

組
合
員
／
八
人�

出
資
金
／
九
〇
万
円

所
在
地
／
静
岡
市�

大
石
優
司
　
理
事
長

業
　
種
／�

食
品
製
造
業
、木
材
・
木
製
品
製
造
業
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
、�

金
属
製
品
製
造
業
、そ
の
他
の
小
売
業

地
　
区
／�

静
岡
市
、牧
之
原
市
、御
前
崎
市
、�

菊
川
市
、掛
川
市
、浜
松
市
、�

榛
原
郡
吉
田
町

主
な
事
業
／�

共
同
販
売
、受
注
斡
旋
、�

統
一
シ
ー
ル
の
発
行

今
回
詳
細
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
新
設
組
合
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
レ
ポ
ー
ト
や
読

者
プ
ラ
ザ
等
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新設26組合の概要紹介

組
合
設
立
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

	

中
央
会	

連
携
組
織
課
ま
で

	

電
話
：
〇
五
四（
二
五
四
）一
五
一
一
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静
岡
県
消
防
施
設
保
守
点
検
業
協
同

組
合
（
西
川
和
宏
理
事
長
）
で
は
こ
の

ほ
ど
、
保
守
点
検
業
務
の
内
容
や
業
界

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
火
災
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る

仕
事
の
魅
力
を
伝
え
、
人
材
確
保
に
つ

な
げ
る
の
が
狙
い
。
消
防
設
備
士
な
ど

の
資
格
や
業
務
の
流
れ
、
や
り
が
い
な

ど
を
掲
載
し
、
消
火
栓
設
備
や
自
動
火

災
報
知
装
置
な
ど
、
身
近
な
消
防
用
設

備
も
紹
介
し
て
い
る
。

西
川
理
事
長
と
仁
科
専
務
理
事
が
三

月
二
五
日
に
中
央
会
を
訪
れ
、
木
村
専

務
理
事
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
、

業
界
の
現

況
や
課
題

を
説
明
し

た
。西

川
理

事
長
は「
集

合
住
宅
や

事
業
所
に

お
け
る
安

心
、
安
全
に
は
、
消
防
設
備
士
な
ど

の
資
格
を
も
っ
た
人
材
が
欠
か
せ
な

い
。
大
惨
事
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

我
々
の
業
界
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
人
材
の

確
保
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
静
岡
県
経
済
産
業

部
就
業
支
援
局
に
よ
る
産
業
人
材
確
保

緊
急
対
策
事
業
を
活
用
し
、
合
わ
せ
て

一
四
〇
〇
部
を
作
成
し
た
。
消
防
施
設

の
保
守
点
検
業
界
に
お
け
る
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
全
国
で
初
め
て
。
組
合
で

は
今
後
、
県
内
の
行
政
機
関
や
経
済
団

体
な
ど
を
通
じ
て
無
料
で
配
布
し
、
人

材
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

保
守
点
検
業
務
の
魅
力
を
多
く
の
方
に

Ｐ
Ｒ
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

静
岡
県
消
防
施
設
保
守
点
検
業
協
同
組
合

の
学
生
や
学
校
関
係
者
ら
が
来
場
し

た
。三

月
二
〇
日
に
静
岡
市
の
グ
ラ
ン

シ
ッ
プ
に
て
行
わ
れ
た
合
同
説
明
会
に

は
組
合
員
企
業
一
五
社
が
参
加
。
参
加

企
業
は
自
社
の
事
業
内
容
や
魅
力
を
学

生
た
ち
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

成
川
理
事
長
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
は
、
お
客
様
の
仕
事
の
内
部
ま
で
理

解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
お

客
様
の
要
望
を
叶
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
必
要
。
そ
の
分
、
様
々
な
業
種
、

仕
事
と
深
く
関
れ
る
魅
力
あ
る
仕
事
。

そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
知
識

や
経
験
が

無
い
学
生

に
も
業
界

に
興
味
を

も
っ
て
も

ら
い
た
い
」

と
語
っ
た
。

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同

組
合
（
成
川
秀
樹
理
事
長
）
で
は
、

二
〇
二
〇
年
三
月
卒
業
予
定
者
向
け
の

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
系
）
企
業
合
同
説
明

会
を
開
催
し
た
。

合
同
説
明
会
は
Ｉ
Ｔ
業
界
の
正
し
い

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
長
時
間
労

働
な
ど
と
い
っ
た
業
界
の
負
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、
優
秀
な
学
生
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
今
年
で
五

年
目
を
迎
え
た
。
Ｉ
Ｔ
業
界
で
は
慢
性

的
な
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る

が
、
こ
の
合
同
説
明
会
を
通
じ
た
組
合

員
企
業
と
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
毎

年
成
果
を

あ
げ
て
い

る
。合

同
説

明
会
は
県

内
中
部
地

区
と
東
部

地
区
に
て

開
催
さ
れ
、

二
日
間
で

一
〇
四
人

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
の
魅
力
を
発
信

情
報
技
術︵
Ｉ
Ｔ
系
︶企
業
合
同
説
明
会
を
開
催

静
岡
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
事
業
協
同
組
合

▲�出展企業の説明に耳を傾ける学生

▼リーフレットを手渡す西川理事長（右）

▲業界の現況と魅力をアピール！

▼合同説明会の様子
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静
岡
県
中
央
会
で
は
、
経
済
四
団
体

（
商
工
会
議
所
連
合
会
、
商
工
会
連
合

会
、
経
営
者
協
会
）
と
静
岡
県
の
共
催

で
、
県
内
三
会
場
に
お
い
て
合
同
入
社

式
を
開
催
し
た
。

四
月
一
〇
日
に
浜
松
市
中
区
の
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
で
開
催
さ
れ
た
西
部
地

区
の
合
同
入
社
式
に
は
吉
林
章
仁
静
岡

県
副
知
事
、
浅
沼
茂
樹
静
岡
労
働
局
職

業
安
定
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
各

企
業
の
関
係
者
と
と
も
に
、
参
加
し
た

四
四
社
の
新
入
社
員
一
一
八
人
の
門
出

を
祝
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
央
会
の
諏
訪

部
敏
之
会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
仕
事
を

す
る
上
で
、何
事
に
も
『
当
た
り
ま
え
』

で
は
な
く
、

常
に
『
感

謝
』
の
気

持
ち
を
持

つ
こ
と
」

と
ア
ド
バ

イ
ス
し
、

「
笑
顔
で
明

る
い
挨
拶

を
す
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
達
と
良
い

人
間
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

職
場
で
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
と
し
て
、
ヤ
マ
ハ

発
動
機
ジ
ュ
ビ
ロ
の
五
郎
丸
歩
選
手
と

司
会
者
の
片
川
乃
里
子
氏
と
の
対
談
形

式
で
開
催
。

五
郎
丸
選
手
か
ら
は
、
海
外
で
プ

レ
ー
し
た
経
験
か
ら
、「
試
合
に
出
る

た
め
に
は
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
な

い
と
認
め
て
も
ら
え
な
い
」
と
厳
し
い

状
況
か
ら
逃
げ
な
い
で
目
標
に
向
か
っ

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
呼
び

か
け
た
。

そ
の
他
、
当
日
は
先
輩
社
員
か
ら
新

入
職
員
に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
た
ほ
か
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
教
室
、

先
輩
社
員
を

囲
ん
で
の
質

疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

地
域
を
あ
げ
て
新
入
社
員
を
祝
福・激
励

県
内
三
会
場
で
合
同
入
社
式
を
開
催

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
他

新
元
号
が
「
令
和
」
に
決
定
。

四
月
一
日
に
新
元
号
の
発
表
が
あ
り
、

新
し
い
時
代
に
期
待
す
る
声
が
多
く
聞

こ
え
た
。

こ
う
し
た
中
、
印
章
の
製
造
及
び
販

売
を
行
う
事
業
者
で
構
成
さ
れ
る
、
静

岡
県
印
章
業
協
同
組
合
の
山
本
武
理
事

長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

報
道
に
よ
る
と
「
平
成
」
の
文
字
を

訂
正
す
る
た
め
の
ゴ
ム
印
の
注
文
が
殺

到
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
山

本
理
事
長
は
「
官
公
庁
や
金
融
機
関
、

小
規
模
事
業
者
か
ら
の
注
文
が
あ
る
が
、

組
合
員
に
よ
っ
て
受
注
量
は
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
こ
で
、「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
に

改
元
さ
れ
た
時
と
の
違
い
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
た
。

昭
和
時
代

は
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
が
印
刷

物
に
和
暦
を

使
用
し
て
い
た

た
め
、「
平
成
」

に
改
元
時
は
消

し
棒
付
き
ゴ
ム
印
等
の
注
文
が
殺
到
し
、

希
望
す
る
納
期
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

平
成
時
代
は
、
パ
ソ
コ
ン
出
力
に
よ

る
伝
票
類
等
の
作
成
が
増
え
、
印
刷
物

に
「
平
成
」
を
標
記
し
な
い
企
業
も
多

く
な
っ
た
。

そ
し
て
、
今
回
の
「
令
和
」
へ
の
改

元
は
発
表
か
ら
改
元
ま
で
に
一
ヶ
月
の
期

間
が
あ
る
事
で
ま
だ
動
き
は
少
な
い
が
、

「
改
元
さ
れ
て
か
ら
動
き
が
多
く
な
る
の

で
は
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
近
年
の
印
章
業
の
ト
レ
ン
ド
に

つ
い
て
、
実
印
な
ど
は
、
成
人
・
就
職
祝

い
で
、
子
や
孫
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
り
外

国
人
が
、
お
土
産
と
し
て
印
鑑
を
購
入

す
る
な
ど
記
念
品
と
し
て
「
は
ん
こ
」
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
山
本
理
事
長
は
「
令
和
と

い
う
元
号
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
が
、
元

年
は
い
ま
だ
け
。
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
も
含

め
、
令
和
＂元
年＂
に
は
新
た
な
商
機
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

令
和
”元
年
“に
商
機
あ
り

静
岡
県
印
章
業
協
同
組
合

▼取材に応じる山本理事長

▼メッセージを送る五郎丸選手

▲�先輩社員に質問を投げかける新入社員の
皆さん
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（平成31年３月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
（水産食品製造業）
・	４月から副資材類等の値上げが実施されるため、水産業を取
り巻く経営環境は益々厳しくなりつつある。水産加工品の消
費減退が危ぶまれるが、今後の消費拡大に期待する。

（織物業）
・	低位安定で前年割れが続き、廃業する生産者が２件あった。

（宗教用具製造業）
・	売上が前年同月比８%増となったが、年間では3.7%減少した。

（木材・木製品製造業）
・	10連休前の前倒し需要、統一地方選挙用資材需要等があり、
前年同月より活況だった。

（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・	ティッシュ等の使用量が増える繁忙期であるが、売り上げを
昨年度比較すると値上げの影響からか大きく増えてきてい
ない。販促品の安値のティッシュも売り上げが少なくなって
いる。消費増税前に向けて、これからの動きが変わる可能性
がある。

（セメント・同製品製造業）
・	今秋までは出荷が見込まれるが、10月の消費増税がどう影
響するか分からない。

（金属製品製造業）
・	売上、資金繰り、設備操業度に１月同様の改善傾向が見られる。

（生産用機械器具製造業）
・	先の仕事の一部に、納期繰り延べやキャンセルが出ているの
で、計画の見直しが必要になっている。
・	米中貿易摩擦の影響で仕事量が減少している。
・	特殊な機械加工の受注が多かった。

（電気機械器具製造業）
・	空調機の生産は高水準で推移していて、特に業務用は下期を
通して昨年を上回っている。
・	人手不足状態は続いている。

（輸送用機械器具製造業）
・	中国経済の減速により、一部組合員企業に景気の後退が見ら
れる。
・	年度末の需要増加で生産量が増加した。

■非製造業
（セメント卸売業）
・	公共工事・民間工事の減少、構造的な工法の変更に伴うバラ
セメント化やコンクリート製品化率が高まり、袋セメントが

需要減少している。
（機械器具小売業）
・	景況が全般的に悪いが、エアコン等白物家電は好調である。
・	原材料価格の高騰が続いている。
　（鮮魚小売業）
・	来客数、客単価の落ち込みが続いており、鮮魚小売店におい
ては厳しい状況。
・	人手不足が深刻化している。

（商店街）
・	バーゲン品をやめて春物の定価商品を販売したのが良い結
果に繋がった。
・	SBSテレビ・ラジオと静岡市中心街の４つの商店街がコラボ
した｢SBS春まつりまちスタ」開催の際には夜店市の時のよう
な賑わいがあった。今後もコラボ企画を推進したい。

（宿泊業）
・	売上高は上昇しているが、仕入れ価格等経費の高騰により収
益状況は変わらない。
・	個人客は増加しているが、企業・団体客が減少している。新元
号による明るいイメージや５月の大型連休の観光への好影
響を期待する。

（総合工事業）
・	人手不足対策として外国人作業員を雇用する事業所が出て
きた。日本語が片言でしか話せない人にどのように建設機械
の運転資格を取得させるかの方法を模索中。
・	専門工事業の職人不足が深刻で、残業・休日出勤等で対応し
ているが、工事の遅れも発生している。

（識別工事業）
・	年度末からの着工件数の減少と、新規着工の延期など、全体
的に閑散期。
・	新規受注に向け、単価の下落、競合などの傾向が出てきている。
・	夏以降に向けて物件は出ているようだが、全体に対する工事
量は満足したものではない。

（道路貨物運送業）
・	年度末にもかかわらず例年と異なり荷動きが低調だった。
・	燃料価格が１月から値上がりしている。
・	年度末となり荷物が増加しているが、車が確保できない状
況。ドライバー不足の慢性化が続いている。
・	稼働日数の増加により売り上げが増加した。
・	有休消化の代替者の人件費増・原価の値上がりの結果、運送
料が値上がりする可能性がある。

平成30年度事業・決算の承認並びに令和元年度事業計画・予算の決定�等
■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　TEL 054-254-1511

令和元年6月19日（水）　　
13：30〜15：30（予定）

会場　ホテルセンチュリー静岡　静岡市駿河区南町18-1

静岡県中小企業団体中央会の

令和元年度 通常総会 をご案内申し上げます。

主要議題

別途書面にて
ご案内申し上げます。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）

○平成31年３月のDI値は、「売上高」「在庫数量」「設備操業度」を除く６指標が基準値（±0.0）を下回った。主要３指標（「売
上高」「収益状況」「業界の景況」）は、前月との比較において３指標とも改善する結果となった。

○「製造業」では、前月との比較において全９指標中「在庫数量」「取引条件」が悪化、主要３指標を含む５指標が改善
する結果となった。

○「非製造業」では、前月との比較において全８指標中「販売価格」「取引条件」の２指標が悪化、主要３指標を含む５
指標が改善する結果となった。

概　況

内閣府が4月8日に公表した平成31年3月期の「景気ウォッチャー調査（全国版景気動向調査）」によると、3月の
景況を示す現状判断ＤＩ（季節調整値）は、前月比2.7ポイント上昇の44.8（基準値50.0＝前年同月比横ばいを示
す）となった。また、2，3ヵ月先の景況を予測する先行き判断ＤＩ（季節調整値）は前月比0.3ポイント低下の48.6と
なった。
今回の調査結果に示された景気ウォッチャーの見方は、「このところ回復に弱さがみられる。先行きについては、
海外情勢等に対する懸念もある一方、改元や大型連休等への期待がみられる」とまとめている。
本会の実施する3月期景況調査では、前月との比較において、全9指標中6指標が上昇する結果となった。製造
業・非製造業ともに主要3指標（「売上高」「収益状況」「業界の景況」）が上昇する結果となったが依然基準値を下
回っている。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100　　

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H31.3 0.0 －2.3 －6.7 －8.3 －16.7 －8.3 0.0 －13.3 －20.0

DI値

H31.2 －11.6 －4.7 －5.0 －6.7 －23.4 －10.0 －13.3 －15.0 －26.7

H31.2→H31.3 11.6↑ 2.4↑ －1.7↓ －1.6↓ 6.7↑ 1.7↑ 13.3↑ 1.7↑ 6.7↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
※基準値±0.0＝前年同月比横ばい。
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コンピュータ制御系
会場 コース名 実施日 締切 受講料
沼津 C言語プログラミング（初級編） 7/25 ～ 9/26（夜 9日） 7/10 1,620 円
浜松 シーケンス制御中級 6/13 ～ 21（夜 6日） 6/7 3,240 円

電気工事系
会場 コース名 実施日 締切 受講料

沼津

第一種電気工事士筆記試験対策（一般問題） 8/27 ～ 9/12（夜 6日） 8/6 3,240 円
第二種電気工事士技能試験対策
（基本作業・複線図変換） 6/6 ～ 18（夜 4日） 5/23 2,160 円

第二種電気工事士技能試験対策
（候補課題作成 № 1～ № 4） 6/20 ～ 27（夜 4日） 6/6 3,240 円

第二種電気工事士技能試験対策
（候補課題作成 № 5～ № 8） 7/1 ～ 7/8（夜 4日） 6/17 3,240 円

第二種電気工事士技能試験対策
（候補課題作成 № 9～ № 13） 7/9 ～ 18（夜 4日） 6/25 3,240 円

清水 LED等省エネ照明の導入・設計 8/1・2（昼 2日） 7/12 2,160 円

情報系（業務への IT活用）ほか
会場 コース名 実施日 締切 受講料

沼津

ビジネス活用ワード応用 6/27 ～ 7/11（夜 5日） 6/13 1,620 円
ビジネス活用エクセル応用 6/6 ～ 20（夜 5日） 5/23 1,620 円
パワーポイント入門 6/3 ～ 13（夜 6日） 5/20 1,620 円
エクセルビジネス活用（関数編） 7/22 ～ 8/5（夜 5日） 7/8 2,160 円
Web サイト向け画像加工技術入門 7/9 ～ 23（夜 5日） 6/25 2,160 円
ビジネス活用エクセル基礎 8/19 ～ 9/2（夜 5日） 8/5 1,620 円
エクセルVBAプログラミング入門 8/27 ～ 9/12 （夜 6日） 8/7 2,160 円

清水

ドローンによる情報化施工（入門） 9/5・6（昼 2日） 8/21 1,620 円
android アプリ開発（App Inventor 初級） 7/12・19（昼 2日） 6/27 1,080 円
イラストレータ（ビジネス活用） 6/13・20・27（昼 3日） 5/29 2,160 円
ホームページ作成／ホームページビルダー 6/11・12（昼 2日） 5/28 2,160 円
ホームページ作成／HTML５ 7/9・10（昼 2日） 6/25 2,160 円
エクセル 2013（ビジネス応用） 8/20 ～ 9/5（夜 6日） 7/29 2,160 円

浜松

エクセル初級 7/23 ～ 30（夜 5日） 7/18 3,240 円
エクセル中級 8/20 ～ 27（夜 5日） 8/15 3,240 円
エクセル応用 6/21 ～ 28（夜 5日） 6/14 3,240 円
パワーポイント 7/9 ～ 18（夜 5日） 7/4 3,240 円
デザイン活用入門 6/10 ～ 17（夜 5日） 6/5 3,240 円

●他にも多数コースあり。
　お電話またはWebで

沼津技術専門校
055-925-1071

清水技術専門校
054-345-3098

浜松技術専門校
053-462-5602

従業員の人材育成に静岡県立技術専門校 の『在職者訓練』を活用しませんか！
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機械系
会場 コース名 実施日 締切 受講料

沼津

機械加工基礎（はじめてのNC加工） 7/8・9（昼 2日） 6/17 1,620 円
マシニングセンタ初級 6/17 ～ 24（昼 4日） 5/27 2,160 円
機械CAD応用 6/11 ～ 18（昼 3日） 5/21 1,620 円
三次元CAD（ソリッド編） 6/28 ～ 7/19（昼 4日） 6/9 1,080 円
三次元CAD（サーフェス編） 8/1 ～ 8（夜 4日） 7/18 1,080 円
NC旋盤初級 8/20 ～ 9/30（夜 10日） 8/6 2,160 円

清水 研削といし特別教育（自由研削） 8/6・7（昼 2日） 7/23 1,620 円
機械基礎講習／普通旋盤作業 8/21 ～ 23（昼 3日） 7/29 3,240 円

浜松

NC旋盤プログラム 8/1 ～ 9（夜 6日） 7/26 2,160 円

NC旋盤機械操作 ① 6/24 ～ 28
② 8/26 ～ 30（夜 4日）

① 6/19
② 8/21 3,240 円

機械基本・旋盤 7/22・23（昼 2日） 7/17 2,160 円
マシニングセンタプログラム 7/16 ～ 18（昼 3日） 7/11 2,160 円
三次元機械CAD　ベーシック 7/1 ～ 16（夜 9日） 6/26 3,240 円
研削といし特別教育（自由研削） 8/19・20（昼 2日） 8/14 1,620 円
マシニングセンタ機械操作 8/5・6（昼 2日） 7/31 3,240 円

溶接系
会場 コース名 実施日 締切 受講料

沼津
ガス溶接技能講習 7/10・11（昼 2日） 6/19 2,160 円
非鉄金属の TIG 溶接技術※ 6/6・7（昼 2日） 5/23 10,800 円
非鉄金属の TIG 溶接技術 （実践編）※ 7/4・5（昼 2日） 6/20 9,720 円

清水 ガス溶接技能講習 8/21・22（昼 2日） 7/29 2,160 円
アーク溶接特別教育 9/25・26（昼 2日） 9/11 2,160 円

浜松

ガス溶接技能講習 7/3・4（昼 2日） 6/28 2,160 円

アーク溶接特別教育（2日コース） ① 6/12・13
② 8/7・8（昼 2日）

① 6/7
② 8/2 2,160 円

アーク溶接特別教育（3日コース） ① 6/12 ～ 14
② 8/7 ～ 9（昼 3日）

① 6/7
② 8/2 3,240 円

※セット受講推奨

建設・土木系
会場 コース名 実施日 締切 受講料
沼津 建築CAD（初級） 6/25 ～ 7/4（夜 4日） 6/11 3,240 円

清水

建築CAD（ビジネス基礎） 8/31・9/7（昼 2日） 8/7 4,320 円
１級管工事施工管理技士予備講習（学科） 8/19 ～ 29（夜 6日） 7/29 4,320 円
１級土木施工管理技士予備講習（学科） 6/10 ～ 7/4（夜 8日） 5/27 3,240 円
１級土木施工管理技士予備講習（実技） 9/10 ～ 26（夜 6日） 8/27 3,240 円

浜松 建築CAD（基礎） 7/2 ～ 11（夜 6日） 6/27 3,240 円

工場管理系
会場 コース名 実施日 締切 受講料
沼津 実用英語初級講座（工業英語 4級相当） 7/30 ～ 8/8（夜 5日） 7/16 1,620 円

浜松
品質管理中級 6/6・7（昼 2日） 5/31 2,160 円
生産管理の基本 8/22・23（昼 2日） 8/16 2,160 円
人の扱い方 8/20・21（昼 2日） 8/15 1,080 円

従業員の人材育成に静岡県立技術専門校 の『在職者訓練』を活用しませんか！
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静岡労働局からのお知らせ

「静岡働き方改革推進支援センター」の相談支援体制を強化しました 雇用環境・均等室

平成 年度における静岡労働局の最重点施策 雇用環境・均等室

静岡労働局では、平成 年度の労働行政運営方針を取りまとめ、４月より、本方針に沿って諸施策に取り組んでまいります。

働き方改革関連法の円滑な施行に向けた取組の推進
県内経済の持続的な発展を図っていくためには、労働生産性の向上と働き方の見直しを一体として進めつつ、女性や

高齢者など、働く希望を持つすべての人々が健康で安心して働くことができるように、多様で柔軟な働き方を実現していく
ことが求められています。
　取り分け、本年４月から順次施行を迎える働き方改革関連法の円滑な施行に向け、引き続き「静岡働き方改革推進
支援センター」を中心とした周知広報に取り組んでまいります。　　

人材確保支援の総合的な推進
雇用情勢の改善等により中小企業や福祉、建設、運輸、警備分野を中心に深刻な人手不足が広がる中、県内企
業における人材確保が図られるよう、『ＴＥＡＭ ＳＨＩＺＵＯＫＡ』（平成 年 月に労働局（国）、静岡県、
業界団体で結成）の取組を中心とした人材確保対策と働き方改革の推進による「魅力ある職場づくり」の実現を両輪
とした総合的な人材確保支援を推進します。
人材確保対策では、平成 年 月から取り組んでいる「緊急人材確保対策」と『ＴＥＡＭ ＳＨＩＺＵＯＫＡ』の
取組により着実な成果を上げていますが、平成 年度はこの取組を一体化し、さらなる充実強化を図ってまいります。

長時間労働の是正
１か月当たり 時間を超えていると考えられる事業場及び長時間にわたる過重な労働による過労死等に係る労災
請求が行われた事業場に対して、引き続き監督指導を実施し、重大又は悪質な事案には、司法処分を含め厳正に
対処します。
特に、罰則付きの時間外労働の上限規制について、労働時間の延長は、原則として月 時間、年 時間の限度
時間にできるだけ近づけるように努めなければならないこと等を含め関係指針の周知を図ってまいります。

働き方改革に取り組む中小企業・小規模事業者の皆様を
支援するため、昨年度に引き続き、静岡県中小企業団体中央
会様に委託し、「静岡働き方改革推進支援センター」を開設
いたしました。
平成 年度は、常駐する専門家を 名から 名に拡充し、
月より施行されました時間外労働の上限規制、年次有給
休暇の 日間の取得義務などに関し充実した相談支援体制を
整備しております。

【静岡働き方改革推進支援センター】
所在地：静岡市葵区追手町 －  静岡県産業経済会館５階

静岡県中小企業団体中央会
電話番号：０８００－２００５４５１（フリーアドレス）
メールアドレス：
ホームページ 

【静岡働き方改革推進支援センター】

静岡県中小企業団体中央会の木村専務理事（後列左端）
田中常務理事（同左から 番目）ほか職員の皆様、谷労働
局長（同右から２番目）、浅沼職業安定部長（前列右端）

平成31年度における静岡労働局の最重点施策 雇用環境・均等室
℡054ｰ252ｰ5310

「静岡働き方改革推進支援センター」の相談体制を強化しました 雇用環境・均等室
℡054ｰ252ｰ5310

（フリーアクセス通話）
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　労働保険の概算・確定保険料及び石綿健康被害救済法の一般拠出金の
申告・納付をしていただく時期となりました。
　申告・納付は６月３日から７月１０日までの間に、最寄りの金融機関
又は静岡労働局、労働基準監督署へ申告書を添えて労働保険料等を納付
して下さい。
　なお、申告書のみを提出する場合は、７月１０日までに静岡労働局労
働保険徴収課又は労働基準監督署へ提出して下さい。
　また、電子申請による申告・納付も可能です。
併せて、労働保険料等の納付に大変便利な口座振替納付も、ぜひご利用
ください。

～労働保険料等の申告・
納付はお早めに～

[申告書の記入についての
お問い合わせ先]

●コールセンター
　TEL 0120︲008︲715
　開設期間 （土日祝を除く）
　5/31（金）～ 7/12（金）9時～ 17時
●静岡労働局　労働保険徴収課
　〒420-8639
　静岡市葵区追手町9-50
　TEL 054︲254︲6316
　または
　最寄りの労働基準監督署へ
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● 発行人 ／ 静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
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● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス y-nakamura@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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読者プラザ

「
未
来
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
で
得
た
も
の
」

私
は
、
ペ
ッ
ト
専
門
斎
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
受
付
等
の

接
客
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
私
に
、
未
来
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
義
が
理
解
で
き
る
の

か
、
後
継
者
の
方
々
と
の
交
流
が
で
き
る
の
か
不
安
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
受
講
し
て
み
る
と
想
像
し
て
い
た
も
の
と

は
違
い
、
講
師
の
方
々
の
経
験
談
や
具
体
例
を
織
り
交
ぜ
た
分

か
り
や
す
い
説
明
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
意
見
交
換
や
ゲ
ー

ム
形
式
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
、
私
に
と
っ
て
は
全
て
が
新

鮮
で
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

未
来
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
、
考
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
こ
と
を
学
び
、
仕
事

や
会
社
に
対
す
る
考
え
方
が
一
変
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
経
営
は
縁
の
無
い
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
が
、
経
営
陣
で
は
な
く
て
も
経
営
的
観
点
を
も
っ
て
業

務
に
あ
た
る
こ
と
で
、
仕
事
は
よ
り
一
層
面
白
く
、
充
実
し
た

も
の
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、業
種
も
立
場
も
年
齢
も
違
う
方
々
と
、ア
カ
デ
ミ
ー

の
同
期
生
と
し
て
出
会
い
交
流
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
、
と
て

も
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
学
び
と
ご
縁
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4月30日に天皇陛下が退位されたのに伴
い、5月1日に皇太子様が新天皇に即位され、
30年間続いた「平成」の時代が幕を閉じた。
新元号「令和」は、万葉集巻五、梅花の歌
三十二首の序文、「初春の令月にして気淑く風
和ぎ、梅は鏡前の粉を披き、蘭（らん）は珮（は
い）後の香を薫らす」から引用された。首相
談話では「春の訪れを告げ、見事に咲き誇る
梅の花のように一人ひとりが明日への希望とと

もに、それぞれの花を大きく咲かせることがで
きる、そうした日本でありたいとの願いを込め、
決定した」と説明。
読み方のアクセントや、書体の「令」「令」
など、これから定着していくのであろう。
国際情勢が目まぐるしく変動する昨今、新し
い時代が平和であり、明るい未来となるよう
願う。 （近藤）

企業組合動物の森
未来アカデミー 2018
後継者養成講座
第 3期生

山佐 美喜
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